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「Wikia, Wikipedia and Free Culture」

Mr. Jimmy Wales　（Wikia社長、Wikipedia開設者）
Wikipediaとは、‘世界のだれもが’世界中の知識を共有するため‘フリーにアクセスできる’ネット上の百科事典のことである。ページはどの国の人でも理解できるように様々な言語で書かれている。このページは営利目的ではなく、Wikimedia財団により運営されており、現在は世界から人々からの寄付により維持されている。Wikipediaの最大の利点は”free access”であるが、これは、誰もが見られるということだけではなく、コピー、追加、編集ができるということを意味している。また、“世界中の誰もが”見て理解できるページにするためには、言語の問題がでてくるが、Wikipediaは英語では150万語の検索語を有するが、11ヶ国語の言語で10万語、54ヶ国語で1万語、125カ国語で1000語が百科事典の中で検索可能である。その知名度は年々増しており、Alexa.comによる全インターネットのアクセスランキングでも9位であり、世界で1日にWikipediaを見ている人数は代表的な報道番組であるCNNやBBCをみる人々の2倍以上を誇っている。中には科学や技術の分野の専門的な記事も多く含まれるが、同様に専門用語を扱っているブリタニカと比べても引けをとらないほどに正確な文章が記載されている。Wikipediaの目標はすべての言語において25万語の検索語を得ることである。（現在は6ヶ国語のみ）また方針として中立的な立場をとり、標準的な内容を記載することを掲げており、他のメディアよりもマイルドで、多くの人々に受け入れられるものが生き残っている。このWikipediaは、Wikiという、ネット上のどこからでもネット上の文章を書き換えて保存することができるという機能をもつソフトウエアを使用しているサイトのうちのひとつであり、このWikiと百科事典を意味するEncyclopediaを組み合わせた言葉である。（「Wiki」はハワイ語で「はやい」を意味するWikiwikiからとった言葉）

現在は、同時に“Wikia”というプロジェクトが進行中である。これは、Wikipediaと同様に自由に作ったり、修正したり、加筆したりできるfree accessのサイトであるが、言葉だけでなく、専門的な分野も含めて様々なカテゴリーについて調べることができるサイトである。いわば、Wikipediaのような百科事典だけではなく、それをたくさん集めた、図書館やマガジンラックの働きをもするようなシステムである。現在88カ国語で利用されている。
このような、フリー検索システムにより、間違いがあったとしても、チェックされ改善されていく。このインターネット検索システムは、誰にでもわかり明らかであり、誰でも参加でき、自由に変えることができることを目指しており、これまでの検索エンジンを越えた、中立的で正確で信頼できる検索システムであると考えられ、今後非常に有用だと思われる。
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